
人間総合学群　人間文化学類　博物館学芸員養成課程科目
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全学DP
自立した現代女性にふさわ
しい教養力と人間性の養成

自己実現のためのコミュニ
ケーション力と社会性の養
成

社会的責務を果たすことの
できる専門力と判断力の養
成

文化の創造的担い手となる
ための技術力と実践力の養
成

学
修
指
針
・
学
修
到
達
度

到達度 lv4

【関心・分析・
探求・自立】�
広 く社会・
自然・人間
について多
角的な知見
を有し、論
点を整理し
ながら、解
決へ向けて
確実に探求
し続けるこ
とができる。

【遵守・忠告・
道徳・倫理】�
社会的ルー
ルを遵守し
つつ、仏教
をはじめと
して、人間
存在に関す
る深い洞察
を学び、人
格的向上を
目指すこと
ができる。

【会話・弁論・
論述・共感】�
自らの考え
を論理的に
口頭で説明
したり、高
度な内容を、
読者の反応
を予想しつ
つ的確で効
果的な表現
を用いつつ
文章化した
りすること
ができる。

【社会・参加・
公共・責任】�
現代社会の
仕組みを深
く 理 解 し、
自立した社
会人として
の責任感を
身 に つ け、
ボランティ
ア活動など、
社会をより
よくするた
めの活動に
参加するこ
とができる。

【基礎・応用・
実践・自学】�
専門分野に
関する深い
知識を有し、
当面する諸
問題に適切
に応用しつ
つ、新たな
知見を求め
て自らすす
んで学習活
動を維持す
ることがで
きる。

【批判・論理・
証拠・発展】�
授業や書物
等から得た
知識につい
て、実証的
に、論理的
に 批 判 し、
その批判か
ら新しい独
自の考えを
育てていく
ことができ
る。

【基礎・応用・
実践・自学】�
各専門分野
に必要とな
る高度な技
術力を修得
し、それに
見合う各種
資格等を取
得し、さら
に自らの技
術を磨きつ
づけようと
することが
できる。

【発見・模索・
計画・解決】�
自らすすん
で眼前の問
題と向かい
合い、自分
なりの方法
論を駆使し
て、計画性
をもって解
決にまで導
くことがで
きる。

到達度 lv3

【関心・分析・
探求】
広く社会・
自然・人間
に つ い て、
多くの情報
を適切に取
捨選択しな
がら整理し、
問題意識を
深めていく
ことができ
る。

【遵守・忠告・
道徳】
多くの社会
的価値観に
触れ、柔軟
なものの見
方を身につ
けたうえで、
社会のルー
ルの基とな
る人間性に
気付くこと
ができる。

【会話・弁論・
論述】
自らの考え
を論理的に
口頭で説明
したり、読
者の反応を
予想しつつ、
的確な表現
を選びなが
ら文章にま
とめたりす
ることがで
きる。

【社会・参加・
公共】
現代社会の
仕組みを理
解したうえ
で、よりよ
い社会を目
指して一市
民として社
会活動に参
加しようと
することが
できる。

【基礎・応用・
実践】
専門分野に
関する深い
知識を有し、
当面する諸
問題に適切
に応用しつ
つ、自分な
りの発見を
目指そうと
することが
できる。

【批判・論理・
証拠】
授業や書物
等から得た
知識につい
て、その反
証となる実
例を挙げつ
つ、論理的
に批判する
ことができ
る。

【基礎・応用・
実践】
専門分野の
技能に習熟
したうえで、
各種資格を
取得したり、
各種検定等
に合格した
りすること
ができる。

【発見・模索・
計画】
自らすすん
で眼前の問
題と向かい
合い、解決
法 を 考 え、
解決に向け
て実行すべ
き手順を把
握すること
ができる。

到達度 lv2

【関心・分析】�
身の回りの
事象につい
て、複数の
資料に目を
通し、問題
点を整理す
ることがで
きる。

【遵守・忠告】�
自身の健康
に気を配り、
社 会 の マ
ナーやルー
ル を 守 り、
自分の周囲
の人々の行
動にも配慮
することが
できる。

【会話・弁論】�
自らの考え
をわかりや
すく口頭で
説明したり、
簡潔な表現
で文章にま
とめたりす
ることがで
きる。

【社会・参加】�
政治や経済
など、現代
社会の仕組
みを理解し
自分なりに
問題点を見
出すことが
できる。

【基礎・応用】�
専門分野に
関する知識
を備え、各
種の知識を
自らが当面
する問題に
応用するこ
とができる。

【批判・論理】�
授業や書物
等から得た
知識につい
て、論理的
に矛盾点を
見出し批判
することが
できる。

【基礎・応用】�
専門分野で
必要とされ
る基本技術
を応用し物
事に対応す
ることがで
きる。

【発見・模索】�
自らすすん
で眼前の問
題と向かい
合い、解決
を求めて模
索すること
ができる。

到達度 lv1

【関心】
身の回りの
さまざまな
事象ついて、
関心を持つ
ことができ
る。

【遵守】
自身の健康
に気を配り、
社 会 の マ
ナーや集団
でのルール
を守ること
ができる。

【会話】
自らの考え
を口頭で説
明 し た り、
メモにまと
めたりする
ことができ
る。

【社会】
現代社会の
仕組みに関
してある程
度説明する
ことができ
る。

【基礎】
専門分野に
関する概念
や専門用語
が理解でき
る。

【批判】
授業や書物
等から得た
知識につい
て批判的に
対すること
ができる。

【基礎】
専門分野で
必要とされ
る基本技術
を身につけ
ることがで
きる。

【発見】
眼前にある
課題に対し
て、その問
題点を把握
することが
できる。

学年 学修指針 教養力 人間性 コミュニ
ケーション力 社会性 専門力 判断力 技術力 実践力

省
令
必
修
科
目

1 博物館概論 △ ◎ ○ ◎
2 博物館資料論 ◎ ○ ◎ △
2 博物館展示論 ◎ ○ ◎ △
3 博物館資料保存論 ◎ ○ ◎ △
3 博物館経営論 ◎ ○ ◎ △
2・3 博物館教育論 ◎ ○ ◎ △

2・3 博物館情報・
メディア論 ◎ ○ ◎ △

2 博物館実習A
（見学実習） △ ○ ◎ ◎

3 博物館実習B
（実務実習） △ ○ ◎ ◎

4 博物館実習C
（館園実習） △ ○ ◎ ◎




